
 

 
 

第75回大阪高等学校駅伝競走大会兼第75回全国高等学校駅伝競走大会大阪予選会及び  

代替競技会 

 

〇 日   時  令和６年１１月５日（火）  

スタート時刻    男子 １４時００分    
 

〇 場   所  服部緑地陸上競技場 

 

〇 日   程 

 12:00  開門（選手入場） 

12:30 ～ 13:00  受付：場所  中央ロビー  駅伝オーダー用紙の提出を行うこと。 

～ 13:45  トラックでの練習終了 

14:00    男子スタート 

15:55  競技終了予定 

 

          競技終了後、全国大会・近畿大会出場校への説明を行います。 

          該当チームの監督は、大会運営室にご集合ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

監督・競技者に対する注意事項 

本大会は、2024年度日本陸上競技連盟競技規則・駅伝競走規準および本大会規定により行う。  

なお、シューズに関する TR5については非適用とし、靴底の計測は行わない。 

 

１ 出場選手について 

（１） オーダーは原則として 11 月 2 日に提出した走順とする。ただし、体調等によりオーダーを変更する場合

は、11月2日に1区から3区を走った選手以外のエントリー選手から4区～7区のオーダーを記入した駅

伝オーダー用紙を提出すること。 

（２） 全てのチームは学校受付時に、駅伝オーダー用紙を提出し、腰ナンバーカードを受け取ること。アスリー

トビブスは、11月2日に配布したものを使用すること。 

学校受付場所：服部陸上競技場１階ロビー  

学校受付時刻：12時30分 ～ 13時00分  

上記時間内に駅伝オーダー用紙を提出しない場合は、欠場するものとして取り扱う。 

 

 

２．競技について 

（１）スパイクシューズの使用は認めない。 

（２）ビブスは配付されたものを胸部と背部につけ、腰ナンバーカードを右腰に付けること。 

（３）レース中の走者が途中で競技を続行できなくなったとき、または競技を中止させられた場合は次走区から 

次走者をスタートさせる。オープン参加として取り扱う。その場合、総合記録は認められないが、当該区間

以外の区間記録は認める。 

（４）各区間の順位は所要時間によって決定し、同タイムが生じた時は同順位とする。  

（５）選手の健康状態および運営に支障をきたすと判断した場合は、競技を中止させることがある。 

（６）各区間走者のスタートについて 

①男子第４区のスタートは下記の通りとする。（数字はビブスの番号） 

男子スタート（ 第1列：16人  第2列：16人 第3列：16人 ）  

16・14・12・10・ 8・ 6・ 4・ 2・ 1・ 3・ 5・ 7・ 9・11・13・15 

32・30・28・26・24・22・20・18・17・19・21・23・25・27・29・31 

48・46・44・42・40・38・36・34・33・35・37・39・41・43・45・47 

   ②その他の区間のスタートはグループスタートで行う。 

３．招集について 

（１）各区間の点呼場所はスタート地点とする。 

（２）代理人は認めない。 

（３）アスリートビブスおよび腰ナンバーカードの確認を受けること。 

（４）招集は各区間の招集開始時刻より 10 分後に完了し、遅れた場合は失格とする。 

（５）各区間の招集開始時刻（各スタート場所で実施） 

４区 13時40分  ５区 14時20分  ６区 14時40分  ７区 15時10分 



 

 

４．競技場の使用について 

メインスタンド１階に更衣室を設ける。更衣室の使用は更衣のみとし、使用後は速やかに退室すること。 

また、場所取り等、一切の私物を置いてはいけない。 

 

５．式典について 

（１）開始式・表彰式は行わない。各区間3位までの選手および総合10位までのチームには、賞状があるので本部ま

で取りに来ること。 

（２）表彰式終了後１F大会運営室にて全国大会（優勝校）・近畿大会出場校（総合6位まで）監督への説明を実施

する。 

 

６．その他 

（１）競技場の開門時刻は12時00分とする。また、12時00分～13時45分の間は、トラックでのウォーミングアップ

を認める。ただし競技準備を行っているので、準備優先とし、競技役員の指示に従うこと。 

（２）トラック内の芝生は競技上やむを得ない場合を除き、原則立ち入り禁止とする。ウォーミングアップ等で使用

しないこと 

（３）各学校で使用した場所は責任をもって清掃し、ゴミ等は各校で必ず全て持ち帰ること。 

（４）競技場のトラックレベルへの入場は選手のみとし、付き添い・応援の選手等はトラック内に入らないこと。 


